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（ブロック名）北海道・東北ブロック   

 

第１７回献血推進運動中央連絡協議会における協議事項について 

 

１． 平成２６年度に行われた事業等の実績評価 

 

都道府県名 

 

 

事業等の名称 

 

事業内容 

本事業の効果・効果の要因・27 年度に向けた改善点 

（献血者数、参加者数等の数値で表せる場合は

記載する） 

北海道 冬の献血キャンペーン ・冬期間の献血者確保対策と

して北海道日本ハムファイ

ターズと連携した広報展開

を実施 

・ファンフェスティバルに協

賛しプロモーション及びイ

ベント会場において献血を

実施 

・事業効果：ファンフェスティバルには 4.5 万

人の来場があり、献血協力者数は

受付 87 人、採血数 65 人（すべて 4

00mL） 

・効果要因：献血者の確保の厳しい期間に集中

して CM 放送等により、冬期間の献

血計画を達成した。 

・改善点：ファイターズの肖像権の使用にはス

ポンサー契約が必要となり高額とな

るため、費用対効果の検証及び球団と

の交渉が必要。 

青森県 学生クリスマス献血キ

ャンペーン 

 

 

・学生献血推進連絡会を中心

に、3 日間、津軽三味線演奏、

くじ引き等のイベントを実

施 

・事業効果：3 日間で献血協力 172 名 

   （若年層の割合：25％、44 名） 

・効果要因：学生目線で企画した普及啓発活動

が若年層献血者の増加につながっ

た。 
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・改善点：気軽に献血ボランティアに参加でき

る基盤をつくり、学生献血推進連絡会

に参加する学生を増やす 

岩手県 親と子の献血センター

見学 

・血液センター及び供給出張

所において、夏休み中の小学

生を対象に、血液の知識及び

献血の重要性を理解し、将来

の献血基盤を確保するため、

センター職員による講義、献

血バス等の見学を実施 

・事業効果：5 日間で 259 名が参加 

・効果要因：アンケートには「16 歳になった

ら献血しよう」等の前向きな意見

の他、同行した家族が後日献血ル

ームで献血を行った事例もあっ

た。 

・改善点：講義内容の充実を図り、参加者を飽

きさせない工夫を行う。開催日を増や

し、参加希望者の増に対応する。  

宮城県 学生クリスマス献血キ

ャンペーン 

・学生献血協力団体が中心と

なり、ショッピングモール等

の献血会場での呼びかけを

実施 

 

・事業効果：イベント実施前の実績と比較し、

献血実績が最大 1.9 倍となった。  

・効果要因：イベントブースで学生団体による

ゴスペルやトーンチャイムの演奏

を行い、献血の啓発を実施。 

・改善点：キャンペーン日程を増加した結果、

会場ごとに学生数のばらつきが発

生したため、参加できる学生を増や

すことや、日程・会場を検討したい。 

秋田県 夏の献血感謝祭 ・無料の屋台やステージイベ

ントを行い、県民への日頃の

感謝の気持ちを伝えるとと

もに、「愛の血液助け合い運

動」月間の周知と献血の普及

・事業効果：会場来場者 650 人 

    献血実績 100 人 

・効果要因：事前にイベント告知用のポスター

やチラシを掲示・配布したことか

ら、当日は会場に多くの人が集ま
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啓発を実施 った  

・改善点：採血不適格者数が 16 人と多いため、

次回イベント時には改善を図る。  

山形県 次世代の献血者育成事

業 

 

 

 

 

 

 

・中学校を訪問し、まもなく

献血が可能になる中学生（主

として 3 年生）に対し、献血

のしくみや必要性を啓発し、

将来に向けた安定的な献血

協力体制の基盤整備を図る 

 

 

・事業効果：16 校で講演等を実施 

（中学校数…102、訪問目標数…34、

訪問実施数…68） 

・効果要因：学校長等に対して本事業の趣旨及

び献血推進の必要性等を説明し、

協力を要請。 

・改善点：学校のカリキュラム決定前の働きか

けが必要であるため、前年度から学校

に声かけを行う。 

福島県 JRA 福島競馬場とタイ

アップした献血運動 

・競馬場内の場内モニター及

びターフビジョンを活用し、

JRA の協力を得てジョッキー

が献血の必要性を訴える動

画・静止画像を放映したほ

か、JRA から提供を受けた競

馬グッズを献血者へ提供 

・事業効果：毎回、400mL 献血で 50～60 名の

献血協力を受けている。 

・効果要因：JRA の優れた広報媒体による献血

啓発活動 

・改善点：特になし 
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２． ２７年度献血推進計画に盛り込まれている事業の取組予定 

①学生献血推進ボランティア等（同世代からの働きかけ）の広報活動 

 

都道府県名 
予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うにあたっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・

協力を得るための方法等） 

北海道 ・学内献血での呼びかけ、サマー献血キャンペーン、

クリスマス献血キャンペーン 

・学校 

・学生ボランティア 

青森県 ・東北六血キャンペーン、学祭献血、クリスマス献血

キャンペーン 

・各大学 

・学生ボランティア 

 

岩手県 ・夏の学生献血キャンペーン、クリスマス献血キャン

ペーン、バレンタイン献血キャンペーン 

・学生ボランティア 

宮城県 ・東北六県の献血キャンペーン、学生献血キャンペー

ン、日本ラクロス協会献血 

・学生ボランティア 

・日本ラクロス協会 

秋田県 ・サマー献血キャンペーン、クリスマス献血キャンペ

ーン 

・学生ボランティア 

山形県 ・サマー献血キャンペーン、クリスマス献血キャンペ

ーン 

・学生ボランティア 
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福島県 ・サマー献血キャンペーン、クリスマス献血キャンペ

ーン 

・学生ボランティア 

 

② 「献血セミナー」や血液センター等での体験学習への取組 

都道府県名 
予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・

協力を得るための方法等） 

北海道 ・北海道赤十字血液センター及び事業所での施設見学

の受入れ、並びに赤十字キッズランドを開催し、北

海道赤十字血液センターの施設を利用して献血を中

心とした赤十字活動を伝える 

・北海道赤十字血液センター及び事業所 

 

青森県 ・高校・大学での献血セミナーの実施 

・小中学生を対象とした献血親子セミナーを実施 

・高校・大学 

・血液センター 

岩手県 ・献血セミナーの開催 

・親と子の血液センター見学会を開催し、講義、施設

見学、血液運搬車両の見学などを実施 

・血液センター 

宮城県 ・高校・大学生の施設見学 

・献血セミナーの受入れ 

・けんけつキッズサマースクールを開催し、小学生の

親子を対象に献血セミナーを実施 

・高校・大学 

・血液センター 

秋田県 ・小学生、短期大学生、警察学校を対象とした献血セ

ミナーの実施 

・血液センター夏祭りを開催し、親子ふれあい献血体

験を実施 

・小学校、短期大学、警察学校 

・血液センター 
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山形県 ・次世代の献血者育成事業（中学 3 年生を対象とした

出前講座） 

・献血セミナーを実施 

・中学校 

・血液センター 

 

福島県 ・高校・大学・専門学校からの献血セミナー・センタ

ー見学会の受付 

・キッズ献血及びセンター見学会を開催し、小学生を

対象に模擬献血体験等を実施 

・高校、大学、専門学校 

・血液センター 

 

 

③ 大学等における献血の推進及び将来の医療従事者を目指す者に対する普及啓発の取組 

 

都道府県名 

       

予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・

協力を得るための方法等） 

北海道 ・北海道内の大学・専門学校での学域献血を複数回実

施 

・医療系大学等の学生を対象とした血液センター施設

の見学 

・北海道と共催し、ティーンズドナー献血キャンペー

ンの実施 

・大学、専門学校 

・血液センター 

青森県 ・学生ボランティアと協力し、各大学・短期大学にお

ける献血の実施 

・学生ボランティア 

・大学、短期大学 

 

岩手県 ・県内各大学で大学献血を実施 

・県内ほぼすべての高校で献血を実施 

・大学、高校 
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宮城県 ・高校生、大学生の施設見学 

・献血セミナーの受入れ 

・高校・大学・専門学校で献血を実施 

・高校生、大学生、専門学校 

・血液センター 

秋田県 ・学生ボランティアによる SNS での呼びかけを行い、

県内各大学で大学献血を実施 

・学生ボランティア 

・大学 

山形県 ・学生ボランティアと協力し、各大学における献血の

実施 

・学生ボランティア 

・大学 

福島県 ・高校、大学、専門学校からの献血セミナー・血液セ

ンター見学会の受入れ 

・高校、大学、専門学校で献血を実施 

・高校、大学、専門学校 

・血液センター 

 

④ 国民への献血実施の日時や場所等についての十分な広報活動 

 

都道府県名 
予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うにあたっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・

協力を得るための方法等） 

北海道 ・北彩都あさひかわ献血ルームの移転オープンに関す

る広報を映画館（シネアド）において実施 

・各キャンペーン広報及び複数回献血クラブ会員への

定期的なメール要請を送信 

・映画館 

・血液センター 

青森県 ・マスメディア（ラジオ、テレビ）による周知 

・ホームページへ掲載 

・フリーペーパーの活用 

・マスメディア 
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岩手県 ・ホームページへの掲載 

・新聞への掲載 

・民放ラジオでの放送 

・はがきでの献血依頼 

・複数回献血クラブ会員へのメール送信 

・県作成ポスターの掲示 

・高校卒業生へ献血クリアファイルを配布 

・新聞社、ラジオ局 

・高校 

・血液センター 

宮城県 ・JR 仙台駅折りたたみ時刻表への掲載 

・地下鉄広告掲示 

・献血実施会場における告知用ポスターの掲示 

・血液センターホームページへの掲載 

・JR 

・地下鉄 

・血液センター、献血ルーム 

 

秋田県 ・マスメディア（ラジオ、テレビ）による献血日程の

周知 

・新聞による周知 

・市町村広報誌への掲載 

・マスメディア 

・新聞社 

・市町村 

山形県 ・市町村の広報誌及びホームページへの掲載 

・県広報番組に出演 

・県広報誌に掲載 

・血液センターのホームページへの掲載 

・市町村 

・血液エンター 

 

福島県 ・県・市町村の広報誌による広報 

・フリーペーパー等による無償広告 

・ホームページの活用 

・地元ラジオ局での献血広報番組の放送 

・テレビチャリティー番組とコラボした街頭献血 

・市町村 

・マスメディア 
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⑤ 平成２３年４月１日に施行された採血基準改正についての広報 

 

都道府県名 
予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・

協力を得るための方法等） 

北海道 ・ティーンズドナー献血推進キャンペーンの実施 

・はがき、新聞折り込みチラシ等による周知 

・血液センター 

・新聞社 

青森県 ・ラジオ放送 

・ホームページによる広報 

・フリーペーパーによる広報 

・パンフレットの配布 

・ラジオ局 

岩手県 ・県ホームページへの掲載  

宮城県 ・ホームページを活用した広報 

・献血啓発リーフレットに掲載（県内全高校生、新成

人に配布） 

・献血資材として作成しているカットバンに掲載 

 

秋田県 ・新採血基準ポスターの掲示 

・デジタルサイネージ、テレビＣＭによる広報 

公共機関、学校、血液センター献血ルーム、民

放テレビ局等 

山形県 ・県ホームページに掲載 

・テレビ・ラジオ CM 

・高校へのパンフレットやポスター配布 

・各報道機関 

・高校 

福島県 ・採血所へポスターを掲示 

・事業所への事前推進時に説明を実施 

・血液センターおよび県ホームページへの掲載 

・高校卒業生向け献血推進パンフレットへ掲載 

・各採血所、事業所 

・血液センター 

・高校 
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３．「献血推進２０２０」にある目標を達成するための重点的な取組み 

①献血の意義を理解していただく取組み（受血者の顔が見えるような広報など） 

 

都道府県名 予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・

協力を得るための方法。） 

北海道 ・輸血を受けた方からの声を募集し、ホームページや

広報資材に活用する 

・献血セミナーの実施、献血フォーラムの開催 

・400ｍＬ献血の推進、高単位血小板献血状況、年代別

献血状況の進捗管理を行う 

・メール会員の積極的な募集を行い進捗管理と要請を

行う 

・医療機関、各市町村 

・血液センター 

青森県 各種研修会等での献血講話の実施 ・各種研修会等 

岩手県 ・受血者を中心にした「ありがとういのちの会」を発

展させる 

・各種献血推進キャンペーンでの献血呼びかけ、献血

セミナーでの講話、地域の市町村献血推進協議会での

体験発表、献血情報誌への寄稿などを行う 

・受血者や受血者の家族 

・ボランティア団体 

・市町村 

宮城県 ・献血セミナーの開催 

・サウンドロゴを用い、視覚的・聴覚的に献血啓発を

行う目的で昨年度作成した「献血アニメむすび丸」

（宮城県献血 PR 用キャラクター）のアニメ CM を楽

天 Kobo スタジアム、テレビ又は映画館で放映する 

・マスメディア 

・血液センター 

・楽天 Kobo スタジアム 

・映画館 
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秋田県 ・献血講話の実施と「愛のかたち献血」などの冊子の

活用 

・小学生対象に献血模擬体験の実施 

・啓発用 DVD の放映 

・血液センター 

山形県 ・献血セミナーにおける献血啓発用 DVD の活用 

・デジタルサイネージによる放映 

・血液センター 

福島県 ・献血啓発用 DVD の活用 

・献血出前講座の拡充 

・血液センター 

 

②１０代の方々に献血の意義を理解していただき、初めての献血を安心して行っていただくような環境整備 

 

都道府県名 
予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・

協力を得るための方法。） 

北海道 ・血液センター施設見学の受入れ 

・献血の重要性を理解いただくとともに、献血受入か

ら血液製剤を医療機関へ届けるまでの流れを実際に

見ていただく 

・ティーンズドナー献血推進キャンペーンの実施 

・献血セミナーの実施 

・血液センター 

 

 

青森県 ・高校献血の推進として、校長会での献血依頼、学校

献血未実施高校への訪問・協力依頼。高校 1 年生全員

に若年層向けパンフレットを配布 

・青森県教育委員会・各市町村 

・各高校 

・各高校、専門学校等 

岩手県 ・大学・専門学校・高校への配車 

・県校長会での献血依頼 

・大学・専門学校・高校 
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宮城県 ・小学生対象にけんけつキッズサマースクールを開催 

・高校全校にリーフレットを配布 

・献血実施校へ事前に献血セミナー 

・開催実施校の校長や保健担当者 

・宮城県赤十字血液センター 

秋田県 ・学校への出前講座 

・高等学校における献血実施 

・高校 

 

山形県 ・次世代の献血者育成事業（中学生を対象とした出前

講座） 

・県校長会での献血依頼  

・血液センター 

・県内中学校 

 

福島県 ・中学生対象にジュニア献血ポスターコンクールを実

施し、ポスターを作成し、全中学校へ配布（標語も考

えてもらう） 

・薬事工業協会から協力を得て、高校卒業生向けリー

フレットを配布 

・中学校、教育委員会 

・薬事工業協会 

 

③ ２０代・３０代の方々にリピータードナーとなっていただくような取組み 

 

都道府県名 
予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・

協力を得るための方法。） 

北海道 ・専門学校、大学での献血セミナー開催 

・複数回献血クラブ会員への登録推進 

・学生献血推進協議会の開催 

・YOSAKOI ソーラン祭り会場での献血の実施 

・公式ガイドブックへの広告掲載 

・専門学校、大学、献血推進ボランティア 

・学生献血推進協議会 

青森県 ・学生ボランティアの意見を取り入れた、若年層向け

記念品の作成・配布 

・学生ボランティア 
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・複数回献血クラブ会員の募集 

岩手県 ・大学・専門学校での複数回献血の実施 

・複数回献血クラブ会員の募集 

・メールを利用した献血の呼びかけ 

・大学、専門学校 

 

宮城県 ・複数回献血クラブ会員への入会促進 

・楽天 Kobo スタジアム宮城で CM 放映 

・地元ゆかりのタレントを献血アンバサダーに任命し、

献血トークやライブイベントを実施 

・血液センター 

・楽天 Kobo スタジアム宮城 

・タレント 

秋田県 ・既献血者への電話、ダイレクトメール等 

・複数回献血クラブのチラシを作成し、献血クラブへ

の登録を促進 

・学生献血協議会が中心となり、キャンパス献血の推

進 

・血液センター 

・学生献血協議会 

山形県 ・複数回献血クラブのリーフレットを作成し、各献血

会場で複数回献血クラブの会員を募集 

・地元サッカーチームの人気選手に血液センター1 日所

長を委嘱。献血者との握手会等を実施 

・血液センター 

・サッカーチーム 

福島県 ・大学生、専門学生へのチラシ配布と学内にポスター

の掲示 

・献血感謝デーを実施 

・大学生、専門学生 
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④ 献血者が安心・安全で心の充足感が得られる環境の整備 

 

都道府県名 

予定事業の概要 

（事業の取組みに当たって、重点を置く事柄を含む。） 

本事業を行うに当たっての連携・協力先 

（連携・協力を必要とする団体等やその連携・

協力を得るための方法。） 

北海道 ・献血ルームの移転 

・キッズルームを完備し、子育て世代の方々にも安心

して献血いただける環境を整備 

・本年度は 2 台の献血車の更新を予定 

・血液センター 

 

 

 

青森県 ・献血スタッフのスキルアップ ・スタッフ 

岩手県 ・キッズコーナーの拡充 

・折り紙教室やリラクゼーションの開催 

・献血を希望するグループの送迎サービス 

・血液センター 

宮城県 ・献血ルームの設備の充実 ・血液センター 

秋田県 ・献血バス脇にテントを設置し、休憩スペース、待合

スペースを確保 

・血液センター 

山形県 ・受付・接遇職員への教育訓練の実施 ・接遇講師 

福島県 ・献血感謝デーを実施  
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４．県作成の広報資材、記念品等について 

都道府県名 概要 備考 

北海道 ・鉛筆 

・歯磨き粉 

・BOX ティッシュ 

・予算額 16,820 千円 

青森県 ・若年層啓発パンフレット 

・クルトガシャープペン 

・ポスター 

 

岩手県 ・電車、バス車内、駅構内用ポスター 

・高校生配布用クリアファイル 

・予算額 1,533 千円 

宮城県 ・リーフレット 

・カットバン 

・ピンバッジ 

・JR 時刻表への広告掲示 

・予算額 1,477 千円 

秋田県 ・啓発チラシ  

山形県 ・東北６県共同製作ボールペン 

・クリアファイル 

・予算額 1,600 千円 

福島県 ・JRA ジョッキーコラボポスター 

・献血ルーム周知ポスター 

・カレンダー付きティッシュ BOX 

・献血ポスターコンクール入賞作品ポスター 

・高校生配布用リーフレット 
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５．２８年度の献血推進計画への記載を要望する事項 

 

都道府県名 

２８年度献血推進計画への記載を要望する事項。 

（特段に希望する事項があれば記載してください。） 
記載を要望する理由 

 特になし。  

 


